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肺機能の予測方法
3DCT画像をSPECT画像に変換

肺機能画像は、放射線療法に有益な情報を提供することが報告され
ており、高機能肺領域への線量沈着を最小限に抑える方法が実施され
ている。現在、ほとんどの肺換気および肺血流イメージング法は、単光子
放出コンピュータ断層撮影 (SPECT) 、陽電子放出断層撮影 (PET) 
などの放射性同位元素または造影剤の使用に基づいている。これらのイ
メージング技術は、局所的な肺機能に多くの有益な情報を提供するが、
放射線被曝、高コスト及び、特別な機器を使用する必要があるなどの欠
点がある。今回発明者らは治療回毎に撮影される3DCT画像のみから
肺機能画像を取得することを目指した。
近年、放射線治療では、いくつかの作業にディープラーニング (DL) を使
用することが一般的になり、特に画像処理には畳み込みニューラルネット
ワーク (CNN) が使用されることが多い。過去には、4DCT画像を
SPECT画像に変換する試みはあるが十分に奏功していない。本研究で
発明者は、世界で初めて3DCT画像をクリプトン-81Mガス (81mKr-
gas) SPECT V画像に直接変換するDLベースの手法を開発した。本発
明により、CT画像のみから高精度に肺機能を予測できる可能性が示され、
放射線治療に貢献することが期待される。
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相関係数が0.7を上回り、高精度を達成した。
（これまでの報告では0.5以下）

CT画像を基に作成したSPECT画像
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